
p

ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
経
済
を
活
性

圃ド
F

化
す
る
試
み
に
期
待
が
高
ま

圃

4

っ
て
い
る
。
経
済
成
長
は
重

要
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
の
み
で

財
政
問
.旭
は
解
決
し
な
い
。
財
政
改
革

の
本
丸
は
育
社
会
保
障
」
で
あ
り
、
そ

の
推
進
の
ス
タ
ー
ト
に
は
、
「
政
府
依
務

の
対
G
D
P
比
率

(
以
下
、
政
府
債

務
)」

の
規
模
を
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
際
、
通
常
、
我
々
が
メ
デ
ィ
ア

で
比
聞
き
す
る
の
は
、
「政
府
依
務
は
今
、

第
2
次
世
界
大
戦
末
則
の
状
態
に
近
い

2
0
0
%
に
達
す
る
」
と
い
う
よ
う
な

情
報
だ
。
だ
が
、
こ
の
債
務
は
、
国
債

や
地
方
依
と
い
っ
た
既
に
顕
在
化
し
て

い
る
伯
務
で
、

一
部
に
す
ぎ
な
い
。
実

は
、
そ
れ
以
外
に
も
「
暗
黙
の
債
務
」

と
呼
ば
れ
る
依
務
が
存
花
す
る
。

「暗
黙
の
債
務
」
と
は
賦
課
方
式
の
社

会
保
障
(
年
金
・

医
療

・
介
説
)
が
抱

え
る
債
務
で
あ
り
、
-
新
立
方
式
で
あ
れ

ば
存
在
し
て
い
た
和
立
金
と
、
実
際
の

和
立
金
と
の
差
額
」
に
相
当
す
る
。
推

計
の
前
提
に
よ
る
が
、
公
的
年
金
は
対

G
D
P比
で
約
1
5
0
%
、
医
療

・
介

護
は
約
加
%
の
依
務
を
抱
え
て
い
る
と

の
試
算
も
多
い
。

こ
の
よ
う
な
試
算
に
基
づ
く
場
合
、

「暗黙の債務」の衝撃
財政再建の鍵を握る
社会保障の抜本改革

/ 政府債務の対GDP比率
社会保際の債務も含めた本当の政府債務

日
本
が
抱
え
る
政
府
債
務
は
グ
ロ
ス
で

約
4
3
0
%
に
達
す
る
。
「政
府
債
務
は

グ
ロ
ス
で
は
約
2
0

0
%
に
達
す
る
が
、

ネ
ッ
ト
で
は
約
1
3
0
%
に
す
ぎ
ず
、

債
務
は
問
題
で
な
い
」
と
の
議
論
も
あ

る
が
、
こ
れ
は
顕
在
化
し
て
い
る
依
務

の
み
に
閲
す
る
議
論
で
、
「
附
黙
の
債

務
」
も
正
雄
に
計
上
す
る
と
、
政
府
代
以

務
は
ネ
ッ
ト
で
も
約
3
6
0
%
に
述
す

る
の
だ
。
こ
れ
は
衝
撃
的
な
事
実
で
あ

る
。
し
か
も
、
現
状
の
財
政
構
造
は
歳

山
の
半
分
程
度
し
か
税
収
で
賄
え
な
い

状
況
に
あ
り
、
今
後
、
政
府
伯
務
は
急

速
に
膨
張
し
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
た
め
、
い
ま
政
府
・
与
党
は
、

2

0
1
5
年
度
の
恭
舵
的
財
政
収
支

(対
G
D
P
)
の
赤
字
を
叩
年
度
比
で

半
減
し
、
初
年
度
に
は
黒
字
化
す
る
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
目
標
達
成
に
は
、

凶
年
、
日
年
に
実
施
予
定
の
噌
税
を
活

実
に
行
い
、
判
例
花
5
%
の
消
費
税
率
を

叩
%
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
改
市
の
第

一
歩
に
す
ぎ
な
い
。

本
当
の
い
な
味
で
財
政
問
題
を
解
決
す
る

に
は
、
-
附
黙
の
仙
務
」
を
含
め
、
政
府

債
務
の
正
確
な
把
握
を
行
い
つ
つ
、
で

き
る
限
り
早
急
に
、
追
加
増
税
の
議
論

の
み
で
な
く
、
社
会
保
障
の
抜
本
改
革

を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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